
「関西のインフラ強化を進めるために」第16回シンポジウム

この度、産経新聞社・「関西のインフラ強化を進める会」（近畿建設協会・建設コンサルタンツ協会近畿支部）の主催、国土交通省近畿地方整備局・近畿運輸局の後援に
よりシンポジウムを開催しましたのでご報告いたします。
本シンポジウムでは、「南海トラフ巨大地震への備えと国土強靱化の取り組み」をテーマに、国土強靱化基本計画に基づくインフラ整備等のハード対策と情報発信や訓練等のソフ
ト対策の推進に向けて、有識者と関係者による特別講演、パネルディスカッションを行い、オールジャパンの取り組みのあり方等について考えました。

(一社)近畿建設協会

開催報告

➊ 日 時 ： 2025年9月22日(月)  13:30～17:00
➋ 会 場 ： エルセラーンホール（大阪市北区堂島）
❸ 主 催 ：産経新聞社

関西のインフラ強化を進める会
（近畿建設協会・建設コンサルタンツ協会近畿支部)

❹ 参 加 ： 約350名

◆ 特別講演Ⅰ 福和 伸夫 氏
名古屋大学 名誉教授／あいち・なごや強靭化共創センター長／
南海トラフ巨大地震対策検討ワーキンググループ 主査
勝負は地震前に決まるとし、事前防災として、徹底的な耐震化・
強靱化を強調。国難回避のために産官学民の総力結集とそれぞ
れの急所の洗い出しの重要性を主張。
◆ 特別講演Ⅱ 山本 巧 氏
内閣官房 内閣審議官 兼 国土強靭化推進室 次長
第１次国土強靱化実施中期計画について、防災インフラの整備・
管理、交通・通信・エネルギーを含むライフラインの強靱化等、推進
が特に必要となる施策について説明。

◆ パネルディスカッション
「南海トラフ巨大地震への備えと国土強靭化への取り組み」をテーマに、これまでの教訓と現行の備え、発災後の迅
速な復旧・復興に向けた取組、オールジャパンの取組と連携のあり方等について意見交換を行った。

岡嶋氏 災害時には目に見える形で支えあうことが
重要。自助、共助、公助の一翼を担っていきたい。

齋藤氏 東日本大震災で伝えられた「備えの超越」
という教訓をもとに、住民に寄り添った対応を目指す。

馬場氏 段階的・総合的な視点で優先順位を考え、
被害者や災害弱者の視点でインフラ整備・強靭化の
必要性を考えることが重要ではないかと考える。

一青氏 台湾と日本の支援関係のように、「まさかの
時に役立ってくれる人が真の友」という台湾の理念を
広げることが国際貢献や震災の備えにつながる。

小林委員長 人口が減っていく中で、いかに地域
力を高め、備えを強化していくかが問われている。
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日刊建設工業新聞
（2025年9月26日）

産経新聞（2025年9月23日）

【開催予告】 第15回シンポジウム
日時：2025年10月31日(金) (予定)
会場： インテックス大阪 6号館 (予定)


